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団体概要
名称：ぺんぎん労災サポートセンター

由来：「ファーストペンギン」という勇気ある一羽が、他の仲間を安全にします。我々の挑戦
が、フリーランスの皆様の安全安心につながることを願い名づけました。

設立：2017年（平成29年）11月27日

目的：当組合は、各事業に携わる事業者に労働災害の防止・税知識の普及・取引環境や
就業環境の整備に関する事業等を行うことを通じて、組合員の福祉向上を図ることを目的
とする。（定款第1条）

拠点

• 本部（北海道）

札幌市中央区北6条西28丁目2-12-1 合同会社アイタクト内

• 東京事務所

 千代田区二番町9-8 中労基協ビル4階社会保険労務士つつい事務所内

• 福岡事務所

福岡市中央区春吉1-8-6 ほうおう社会保険労務士事務所内
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事業内容

事業内容：

①労災保険特別加入の普及を図ること

②納税意識の高揚、帳簿の整備、税知識の普及などを図ること

③取引の適正化及び就業環境の整備などを図ること

④労災保険特別加入に関する事務処理並びに保険料納付等の諸手続を行うこと

⑤業務災害、通勤災害の発生に関する諸手続を行うこと

⑥災害防止及び安全衛生に関する指導・啓蒙を行うこと
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部会構成と運営状況

【フードデリバリー配達員部会】（特1：貨物運送の事業）
• 承認年月日：令和4年3月1日
• 番号：01101.186831-000
• 現在3名

【建設業一人親方部会】（特2：建設業の一人親方）
• 承認年月日：令和4年3月1日
• 番号：01101.186832-000
• 現在7名

【特定フリーランス部会】（特12：特定フリーランス事業）
• 承認年月日：令和6年11月1日
• 番号：01101.188555-000
• 現在11名

【ITフリーランス部会】（特26：構想中）
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組織構成

建設業一人親方部会

事務局
（センター長、
副センター長）

顧問

• 制度の専門的監修と助言
• 広報・社会発信の支援
• 事務局の運営に対する外部支援

• 制度周知と利用促進
• 加入手続・補償申請の支援
• 災害防止教育・研修の企画実施
• 日常相談対応と情報提供
• 安心につながるネットワークの構築

監事 • 会計監査を担当
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顧問紹介(1)

ぺんぎん労災では4名の顧問をお迎えしております。

労災補償行政経験者が2名です。

【北海道地区顧問】佐々木博仁

• 厚生労働本省、北海道労働局等にて労働基準監督官等として勤務し、労災
補償業務等を担当

• 元 和歌山労働局長

• 建設会社では担当役員として安全衛生指導に従事

【関東地区顧問】筒井直紀

• 元東京労働局労働基準部主任地方労災補償監察官

• 元東京労働局労働保険徴収部徴収課長

• 社会保険労務士つつい事務所所長
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顧問紹介(2)

フィンテック上場企業の元役員と、フリーランス経理の方を顧問にお迎えしております。

【渉外・企画担当顧問】平野龍一

• 元㈱マネーフォワード（東証プライム） ビジネスカンパニー執行役員

• 株式会社ノーサイド・ウイング代表取締役

• 一般社団法人北海道バレーボール協会 理事

【渉外・企画担当顧問】西村 玲美

• 長野県白馬村のホテルにて経理主任として勤務

• 夢応援型フリーランス経理として独立し、現在は福岡市を拠点に活動中
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事務局・監事紹介

【センター長】板倉圭吾

• 銀行勤務を経て北海道労働局勤務、元札幌中央労働基準監督署 補償係長

• 日本監査役協会 会員、板倉税理士事務所所長、合同会社アイタクト 代表社員

【事務局スタッフ】

• 副センター長（税理士試験科目合格者）

• 副センター長（司法書士）

【監事】鈴江誠

• 鈴江誠税理士事務所所長

• 前北海道庁包括外部監査監査人

• 北海道税理士会常務理事
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組合員向け活動
【加入希望者向け】

• お問い合わせフォームからの24時間相談受付（回答はメール、面談にて行う）

• 本人確認の実施、団体規程等の説明後に入会手続き

• 災害時ホットラインのご紹介、組合員証（ラミネート加工）の発行

【組合員向け】

• 災害発生時の電話相談（専用番号）、面談による相談

• 災害発生ヒアリングシートに基づく災害事実及び療養状況等の確認

• 事業実態の把握を行う（必要に応じて局署に情報提供）

• 労災様式作成サポートを行う

• 災害防止教育の実施（オンライン併用）、各種イベント案内（組合員は無料）

• 「フリーランス・事業者間取引適正化等法」や税知識の普及など

【加入期間満了者向け】

• 補償期間終了の事前リマインド、再加入についての案内

• 原則として加入期間中の災害に関する様式8号（継続）などは申請サポートを行う
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組合費について
【概要】

• 入会金及び組合費で構成されている

【入会金】

• 3,000円（はじめてぺんぎん労災に入会する場合）

【特定フリーランス部会組合費の例】

• 年間9,600円（日額5,000円 12か月加入一括払いの場合）

• 更新手数料は無し
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面談可能な場所について
※事務所所在地の都道県は事務所において、その他の府県は提携したシェアオフィ
スにて希望に応じて対面相談できる体制を整備しています

【占有的な区画を有する場所】

• 本部（北海道） 札幌市中央区

• 東京事務所 東京都千代田区

• 福岡事務所 福岡市中央区

【提携シェアオフィス】

• 提携した法人を経由して利用なシェアオフィスは全国781施設

• 「県庁所在地に最低1施設があること」「プライバシーへの配慮」を最優先し選定
→当該施設内には複数の面談用個室ブースがある

• 随時の個別面談に加えて、出張無料相談を全国各地で開催

→今年度は6月福岡、7月名古屋で開催済
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フリーランス向け活動実績
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2018年から2024年まで約
40回のイベント実施
（延べ300名以上の参加）



災害防止教育の概要

1. 特定フリーランス向けには加入時に全加入者を対象とした「業務災害防止テキス
ト」に基づく基礎教育を実施します

概要を事前に整理し、主に以下を対面またはオンラインで説明

•  「業務災害に関する基本的な知識（第1章）」

•  「作業環境・作業管理の基本（第2章）」

•  「健康管理（第3章）」

２．毎年度の定期研修による（職種別・作業特性に応じた）発展教育

9月「特定フリーランス向け災害防止研修」収録を行い配信予定

10月「建設業一人親方向け災害防止研修」収録を行い配信予定

11月「フードデリバリー配達員向け災害防止研修」収録を行い配信予定

※研修はオンライン配信（質疑応答が可能な体制）・録画提供も行う

※受講履歴は事務局で記録・管理
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手続・支払・不正防止

【確実で迅速な特別加入手続き】

• 完全オンライン手続き

• いつでも加入可能

【的確な労災保険手続き支援】

• センター長、顧問は労働基準行政の実務経験者

→労災補償に精通した元行政官が支給申請サポート

→公正・専門的な対応を徹底し、不正受給防止

• 開業届確認や確定申告サポートで事業実態把握

【不正経理防止】

• 国庫に納入する預り保険料は部会ごとの個別口座で管理

• 監事による定時監査の実施
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個人情報保護体制の整備について

・2025年4月時点で「個人情報保護規定」を策定し、運用を開始
しています

・加入者の個人情報（氏名、職種、労災請求情報等）を保護する
ための体制は整備済です

・全関係者への教育、委託契約での情報管理義務、漏えい時の対
応手順等も定めています（対応フローは次スライド）

• プライバシーマークの取得に向けてスケジュールを策定しておりま
す
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情報漏えい事案等の対応フロー
①発覚・通報：

漏えい・紛失・誤送信等が判明した時点で、関係者からセンター長へ即時
報告

②初動対応：

影響範囲の特定、外部拡散の遮断、原因箇所の隔離・調査

③関係先報告：

必要に応じて本人、労働局へ事案の速やかな報告と謝罪・原因、再発防止
対策等の説明

④是正措置：

再発防止対策の周知徹底、教育の実施、運用変更等を実行

⑤記録・再発防止：

一連の経緯と改善策を記録。監査等で検証を行う
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今後の運営方針

１．プライバシーマーク取得

• 2025年8月より情報管理体制の整理と台帳整備を開始しています。

• 2026年度にかけて運用記録と教育体制を構築し、2027年10月のPマーク取得を
目指します。管理体制の構築、入会者200名以上の体制構築を条件としています。

２．事業実態把握の徹底

• 特定フリーランスに関する特別加入制度の制度趣旨を鑑み、極めて広範な業務
を行う加入希望者の業務内容について把握に努めます。

３．相談窓口の増強

• 現状は、札幌、東京、福岡を拠点としつつ、全国を対象に出張による対面支援を
行う体制を整えています。

４．サポート体制の拡充

• 労働基準行政の経験者等の協力を得て、災害発生時サポート体制（事務局）の
拡充に努めます。
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終わりに

【ぺんぎん労災の原点】
• 東日本大震災において労災保険制度の意義を肌で感じた経験を原点とし、フリーラン
スをはじめとする就業者の労働災害防止および福祉向上を目的に活動しています。

【ぺんぎん労災の原理原則】
• 労災リスクを未然に防ぎ、フリーランスが安心して働ける環境づくりを支援する
• 労災保険特別加入制度の普及
• 税理士主宰の団体として、経理や税務についてもサポート
• 法令遵守・公正運営

フリーランスが安心して働ける社会の実現に貢献します

以上
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